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おじいちゃんから教わった大せつなこと
三重・奥野　愛理
　わたしのおじいちゃんはほごしというしごとをしています。どんなしごとかというとわるいことをしてしまったり，わるい道にはしってしまった人たちを立ちなおらせて、もうわるいことは，ぜったいにしないように色いろな話をしたり教えたりして，こんどはまじめに生きていくことを，やくそくします。

おじいちゃんは，わたしが生まれる前からほごしのしごとをしています。おじいちゃんに

「どうして，ほごしのしごとをしているの」と聞いたら，おじいちゃんは「人げんはまちがって，わるいことをしてしまうこともあるけれど，それよりだいじなことは，わるいことをしてしまった人はちゃんとはんせいして，まわりの人たちもやさしくみんなで，見まもっていかないとだめだ」ということを教えてくれました。わるいことをしてしまった人の中には，またくりかえしおなじことをしてしまう人も多くいるそうです。なぜそうなってしまうのかというとそれはしごとやすむ家がないために，またおなじわるいことをしてしまうそうです。わたしは，その話を聞いたときに，とてもかなしくなりました。もし，すむ家やしごとがあれば，おなじことはしなかったのかなと思うと，みんなの力ですむ家や，しごとをさがしてあげないといけないと思いました。そしてわたしのおじいちゃんのような，ほごしの人たちがなやみを聞いてあげたり，こまったことがあればそうだんにのってあげたりして，みかたになってあげないといけないと思います。だれでも，やさしくされたらうれしいし話を聞いたりしてくれたらさみしくないから。わたしもおうえんしたいです。わるいことをしてしまった人は，ほんとうに心からはんせいしてほしいと思います。そしてもうぜったいに，わるいことはしないとちかってほしいです。まじめにはたらいて，いい人になってほしいなと思います。

おじいちゃんは今ほごかんさつの人たちの見まもりもしています。いつも，色いろな人のめん会をしています。いっしょうけんめいになって，少しでも立ちなおってほしいという気もちでやっているそうです。

おじいちゃんはわたしに

「みんなの力でよの中をよくしていかないとだめだよ」

と教えてくれました。わたしは，そのことばを聞いたときにおじいちゃんは，すごいなと思いました。みんなが，おなじ気もちになってくれたら，よの中はもっともっとよくなって，わるいことはおこらないと思います。そんなあかるいよの中になってくれるといいな。みんなでささえあって，はんざいのないよの中にしていきたいです。おじいちゃんのように一人でも多くの人が，おなじ気もちになって，みんなでよの中をまもっていけたらいいなと思います。おじいちゃんから教えてもらったことは，とてもためになることでした。わたしも，友だちやまわりの色いろな人につたえていきたいです。そして，おじいちゃんには，これからも，ほごしのしごとをがんばってつづけてほしいです。
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